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はじめにはじめにはじめにはじめに    
近年，大都市におけるヒートアイランド現象が着目されているが，この現象は海陸風の循環や海・陸間の

熱の移動に影響を強く受けると言われている 1,2).広島地域においても多くの大都市は沿岸部に存在しており，
大都市周辺の風系は海陸風の影響を受けていると考えられる．本研究では，広島地域を対象として海陸風に

よる風系の特徴と数値計算による海陸風の再現を試みた． 
沿岸域における風向頻度と海陸風沿岸域における風向頻度と海陸風沿岸域における風向頻度と海陸風沿岸域における風向頻度と海陸風    
気象庁のアメダスデータを用いて広島地区沿岸域における風向頻度と日変化を調べた．対象とした期間は，

1976年～1997年（21年間）の 8月の晴天日を対象とした．8月の晴天日のみを取り上げたのは，海陸風の
影響が顕著に現れるためである．図－1に沿岸域に立地する都市（広島）
の風向頻度を示す．沿岸域では瀬戸内海から陸地に向かった風向が非常

に多いことがわかるが，北北東(NNE)からの陸風も存在していることが
わかる．図－2に内陸部に立地する都市（庄原）の風向頻度を示す．内
陸部では全体的にばらついており，風向頻度に特徴があらわれ難くなっ

ている．図－3に最近 5年間の広島，庄原（1993～1997），過去 5年間(1
998～1992)における広島の風向頻度を示す．図－3の最大頻度は図－1，
2の 1/2である．庄原では図－2に比べて最近 5年間では南西(SW)風が
明確になってきている．広島では過去 5年間では北北東(NNE)風と南西
(SW.SSW)風がバランス良く吹いていたが，最近 5年間では南西(SW)風
が卓越していることがわかる．これは，都市化に伴う排熱量・貯熱量等

の増加や，都市域の拡大に伴う熱量の増加によるものと考えられる．都

市域での貯熱は市街地の気温を長く保ち，その結果，海風（南西風）の

吹く時間をのばしていることが知られており，広島地域でも同様のヒー

トアイランド現象が生じていると考えられる． 
風向風速の変化風向風速の変化風向風速の変化風向風速の変化    

 
 
 
 
 
 
 

図－２ 内陸域の風向 

 
 
 
 
 
 
 
図－１ 沿岸域の風向 

 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 風向頻度の変遷 
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図－4に沿岸部の都市として広島・呉，内陸部の都市として庄原の風向・
風速の日変化を示す．ここでは，1997年 8月の晴天日の平均値を用い
ている．沿岸部の広島では，午前 8～9時頃まで陸風が存在し，徐々に
海風に変化していく様子が見られる．午後 8時頃から再び陸風に変化し
ていく．内陸部の庄原では沿岸部の都市に比べ，全体的に風速が小さく

なっている．また，広島は呉に比べ陸風から海風に，海風から陸風に移

行する時刻が約２時間遅くなっている．これは，広島の都市化が進行し

ており，排熱量や貯熱量が大きくなっていることによると考えられる．  
HOTMACHOTMACHOTMACHOTMAC を用いた数値計算を用いた数値計算を用いた数値計算を用いた数値計算    

本研究では計算モデルとして Yamada Science and Ar
t Co.の HOTMAC(Level 2.5)を用いて，広島地域における
数値シミュレーションを行った．計算対象日は，太平洋高

気圧に覆われた穏やかな夏日である 1997年 8月 29日～3
0日である．計算領域は広島市を中心として 4km格子で 3
9×39格子の範囲である．計算は，上空で高層観測データ
（輪島，潮岬，米子）から外層補間を行った値を用いてい

るが，地上では(1)アメダスデータを計算に取り入れた場合
（Amedas=ON）， (2)アメダスデータを取り入れない場合
（Amedas=OFF），(3)側面境界で Nudgingを行い，アメ
ダスデータを取り入れた場合（side+ame=ON）の 3ケー
スを行なった．図－5に計算領域全体と風の流れ(8月 30
日 00時)を示す．図－6に計算結果の代表点として広島の
風向・風速のアメダスデータと数値シミュレーション結果

を示す．風向（1=北，時計回 16方位）を見ると計算値は
概ね実測値を再現していると言える．特に(3)の場合には，
午前 9時付近の陸風から海風への転換，午後 8時付近の海
風から陸風への転換も計算で再現できている．一方，風速については，側面境界の Nudgingを行った場合に
は，他の 2ケースに比べて風速の変化の特性を表現できているが，2日間を通じて計算結果は実測値より小
さな値を示している．これは測点自体の特性や周辺の環境が風に影響を与えたことによると考えられる．詳

細な風向・風速の再現が必要な場合には，詳細化した計算格子を用いなければならない． 
まとめまとめまとめまとめ    
(1)広島地域における沿岸域では海陸風が存在し，1日 2回の風向変化があるという特徴が現れている．
(2)HOTMACを用いた数値シミュレーションにおいて，側面境界条件やアメダスデータを適切に利用するこ
とで，沿岸域で吹く海陸風を再現することが出来た． 
参考文献：1)藤野毅ら：水工学論文集，No.38，pp.387-392，1994．2)藤野毅ら：水工学論文集，No.37，pp.361-366，1993． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－５ 計算領域と風ベクトル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 計算結果と実測値の比較 

図－４ 風向風速の経時変化 
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